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We previously developed a safe and effective diazo-transfer reagent, azidoimidazolium salt 

IPrAP. Recently, we found that conjugated alkynyl triazenes can be synthesized by the reaction 

of IPrAP with acetylides. However, the substituent effects of azidoimidazolium salts in these 

reactions have not been studied well. In this study, we synthesized various azidoimidazolium 

salts and investigated their reactivity. 
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我々は、安全で反応性の高いジアゾ移動剤としてアジドイミ

ダゾリウム塩 IPrAP を開発している 1)。さらに最近、IPrAP に

アセチリドを反応させることによりイナミドやアルキニルカ

チオン等価体として期待される共役アルキニルトリアゼン化

合物を合成できることを見出している 2)。しかし、これらの反

応におけるアジドイミダゾリウム塩の置換基効果については

検討していない。今回、様々なアジドイミダゾリウム塩を合成

しその反応性について調べた。 

イミダゾリウム塩の窒素原子上にメシチル基を有するアジ

ドイミダゾリウム塩 1aは、2,4,6-トリメチルアニリン 2を出発物として 5段階で合成

することに成功した（Scheme1）。同様な方法で様々なアジドイミダゾリウム塩を合成

した。本発表では、合成したアジドイミダゾリウム塩の反応についても報告する。 
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